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令和２年４月１日公表

　　　紫波町議会基本条例　検証　結果表
評　価

第 　　　第１章　総則

1 　（目的）

章 第１条　この条例は、二元代表制における紫
　波町議会（以下「議会」という。）及び紫
　波町議会議員（以下「議員」という。）の
　役割及び責務を明らかにするとともに、議
　会に関する基本的事項を定めることにより
　、町民の負託に応え、もって住民福祉の向
　上と公正で民主的な町政の発展に寄与する
　ことを目的とする。
　（条例の遵守）
第２条　議会及び議員は、この条例及びこの
　条例の理念に基づいて制定される条例、規
　則等を遵守し、議会活動を適正に進めなけ
　ればならない。

第１章　その他・全般について

第 　　　第２章　議会

2 　（議会の役割）

章 第３条　議会は、次に掲げる役割を担う。
　(１)　議案、請願等の審議、審査及びこれ
　　らの議決を行うこと。
　(２)　町長その他の執行機関（以下「町長
　　等」という。）の事務の執行について、
　　監視及び評価を行うこと。
　(３)　町政の課題等について調査研究を行
　　い、政策提言及び政策提案を行うこと。
　(４)　国会及び関係行政庁に意見書を提出
　　するほか、決議により議会の意思を表明
　　すること。

・意見書提出９件

　（議会の活動原則）
第４条　議会は、前条に規定する役割を果た
　すため、次に掲げる原則に基づき活動する。

　(１)　二元代表制の下、町の意思決定を担
　　う議事機関としての責任を深く認識し、
　　その機能を最大限に発揮すること。
　(２)　町民の多様な意見を十分に把握した
　　上で、町民の代表として公正かつ公平な
　　議論、審議、審査等をし、意思決定を行
　　うこと。
　(３)　町長等に対して政策提言するととも
　　に、条例の提案、議案の修正、決議等に
　　よる政策提案を行うこと。

・条例の提案　１件
　紫波町の地酒で乾杯を推進する条例

　(４)　町民に開かれた議会を目指し、積極
　　的な情報公開に取り組むとともに、議会
　　の議決及び活動について、その経緯及び
　　理由を説明する責任を果たすこと。

・議会傍聴者　延べ　508人

　(５)　町民に分かりやすい議会の在り方を
　　常に追求し、議会の改革に継続的に取組
　　の議決及び活動について、その経緯及び
　　理由を説明する責任を果たすこと。

条　　文 取組状況等
※目的のため評価の対象としない
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【今後の課題等】 
本条例を再確認し、議

会活動に更に取り組む。 

【今後の課題等】 
議会の役割を果たすた

め、積極的な活動を今

後も行う必要がある。 
 
 

【今後の課題等】 
議会として十分な調査

研究を行い、政策提案

及び政策提言につなげ

るよう努める。 
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評　価条　　文 取組状況等
　（通年議会）
第５条　町政の課題等に関する町民の意見を
　的確に把握し、議会が本来有する自律性に
　より主体的かつ機動的な活動を展開するた
　め、定例会の会期は通年とする。

・通年議会実施（原則１年間）

２　会期を通年とすることに関し必要な事項
　は、議長が別に定める。

・紫波町議会定例会の通年開催に関す
　る規程

　（委員会の活動）
第６条　議会に常任委員会及び議会運営委員
　会を置くほか、必要に応じて特別委員会を
　置く。

・特別委員会設置(第３ｾｸﾀｰ、学校)

　
２　常任委員会、議会運営委員会及び特別委
　員会（以下「委員会」という。）は、定例
　会の会期を通年とすることを踏まえ、その
　専門性及び特性を生かして、町政のあらゆ
　る課題等に迅速かつ柔軟に対応するものと
　する。

・常任委員会開催　 　322回
・議会運営委員会開催　75回
・特別委員会開催　　　58回

３　委員長は、委員会に付託された事件の審
　査又は調査の結果を本会議で報告するに当
　たっては、論点及び争点を明確にするとと
　もに、質疑に対し、責任を持って答弁する
　ものとする。
４　委員会に関し必要な事項は、別に条例で
　定める。

・紫波町議会委員会条例

　（議員間討議）
第７条　議会は、言論の府であることを深く
　認識し、議員相互間の自由な討議を中心に
　活動しなければならない。

・論点整理、事業評価、附帯意見で
　実施

２　議会は、本会議及び委員会において議案
　の審議又は審査をし、結論を出すに当たっ
　ては、合意形成に向けて議員相互間の討議
　を尽くすよう努める。

・過去には動議で実施

　（議案等の公表）
第８条　議会は、議案等の情報をインターネ
　ットの利用その他の方法により公表するも
　のとする。

・HPで公開

　（議長交際費等の公表）
第９条　議長は、議長交際費その他の議会費
　について、使途の透明性を確保するため、
　公表するものとする。

・紫波町議会議長交際費の支出及び
　公表に関する規程
・HPで公開

第２章　その他・全般について

【今後の課題等】 
－ 
 

【今後の課題等】 
－ 

■できている 

□概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

■できている 

□概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

□できている 

□概ねできている 

■ややできていない 

□できていない 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

■できている 

□概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
議員間討議を充実させ

ていく。 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
－ 
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評　価条　　文 取組状況等
第 　　　第３章　議員

3 　（議員の活動原則） ・議員の信条の朗読（定例会初会議）
章 第10条　議員は、町民の代表として選挙によ

　り選ばれた公職にある者として、次に掲げ
　る原則に基づき活動する。
　(１)　町政の課題等に関する町民の多様な
　　意見を的確に把握し、議会活動に反映さ
　　せるとともに、不断の研鑚によって自己
　　の資質を高めること。

・年間議員の活動日数(H29.1月～12月)
　　議員　平均188日

　(２)　個別の事案の解決にとどまらず、住
　　民福祉の向上を目指し、町政全体を見据
　　えた広い視点を持って活動すること。
　（会派）
第11条　議員は、議会活動に資するため、会
　派を結成することができる。

結成会派
・紫政会／基の会／新風未来の会／日本
　共産党紫波町議団（～R元.7月）
・紫政会／町民クラブ／日本共産党紫波
　町議団（R元.7月～）

２　会派は、政策を中心とした同一の理念を
　有する議員で構成する。
３　会派は、その活動について、町民に対し
　て説明するよう努める。

　（政務活動費）
第12条　政務活動費は、議員の調査研究活動
　に資するため、会派又は議員に対して交付
　する。

・月額1人5,000円で交付

２　政務活動費は、その使途の透明性を確保
　しなければならない。

・HPで公開。領収書含む。

３　政務活動費の交付に関し必要な事項は、
　別に条例で定める。

・紫波町議会政務活動費の交付に関す
　る条例

　（議員の政治倫理）
第13条　議員は、町民の代表としてその倫理
　性を常に自覚し、議員としての品位を保持
　するとともに、自己の地位に基づく影響力
　を不正に行使し、町民の疑惑を招くことの
　ないよう行動しなければならない。

第３章　その他・全般について

第 　　　第４章　町民等との関係

4 　（町民参加）

章 第14条　議会は、次に掲げる事項を遵守し、
　町民の議会活動への参加を促進するものと
　する。
　(１)　公聴会及び参考人の制度を活用し、
　　町民、学識経験を有する者等の専門的又
　　は政策的な識見を議会の政策形成に反映
　　させること。

・参考人招致　H31１回

　(２)　町民による請願等を政策提案と位置
　　付け、その審議又は審査に当たっては、
　　請願者等が意見を述べる機会を確保する
　　こと。

・学校関連請願　４件
・道路請願　　　９件
・水道設置請願　１件
・林道整備　　　１件

　(３)　町民、町民団体等との多様な意見交
　　換の場を設け、議会及び議員の政策形成
　　及び政策立案の能力を強化し、町民と議
　　会の連携により積極的に政策提言及び政
　　策提案を行うこと。

・意見交換会の意見などからの政策
　検討

【今後の課題等】 
町民の意見をより的確

に把握し、議会活動に

反映させる。 

【今後の課題等】 
－ 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

■できている 

□概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

【今後の課題等】 
町民との意見交換の場

を検討していく。 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
政策課題解決に向けた

活動を行っていく。 
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評　価条　　文 取組状況等
　(４)　議員の活動を町民が的確に評価でき
　　るよう、議案に対する各議員の表決結果
　　等の情報を提供すること。

・議会だより及びＨＰに掲載

　(５)　本会議のほか委員会及び全員協議会
　　を原則として公開し、町民が議会活動に
　　関心を持ち、参加できるよう配慮するこ
　　と。

・広報広聴、福祉文教で公開実績あ
　り
・全協は公開している

　(６)　町民の傍聴意欲を高めるため、本会
　　議の傍聴人に対して議案の審議に用いる
　　資料を提供すること。

・日程表は配付。資料は提供してい
　ない。

　（広報及び広聴の充実）
第15条　議会は、情報通信技術の発達を踏ま
　えた多様な広報手段を活用し、多くの町民
　が議会及び町政に関心を持つよう、議会の
　広報活動を行う。

・議会だより、HP、議会報告会

２　議会は、町政に関する論点及び争点の情
　報を、常に町民に対して周知するよう努め
　る。

・議会だより、HP、議会報告会

３　議会は、町政の課題及び議会活動等に関
　する町民の意見を的確に把握し、情報の共
　有化を図るため、町民との自由な意見交換
　を促進する。

・議会報告会

４　議会は、議会活動に資するため、議会モ
　ニターを設置して町民から意見を聴く。

・議会モニター設置
　Ｈ30.6月～　８名に委嘱

５　議会モニターに関し必要な事項は、議長
　が別に定める。

・紫波町議会モニターに関する規程

　（議会報告会）
第16条　議会は、議会で行われた議案の審議
　等の経過及び結果について町民に対して説
　明するとともに、町民と政策形成に向けた
　意見交換を行うため、議会報告会を開催し
　なければならない。

・議会報告会を自治公民館と共催
　　開催会場　延べ 64 カ所

２　議会報告会に関し必要な事項は、議長が
　別に定める。

・紫波町議会報告会実施要領

第４章　その他・全般について

第 　　　第５章　町長等との関係

5 　（町長等との関係）

章 第17条　議会及び町長等は、政策をめぐる論
　点及び争点を明確にし、緊張関係の保持に
　努めるものとする。

・議長挨拶で、意識の醸成

２　議員は、法令に別段の定めがあるものを
　除き、町長等の附属機関の委員に就任しな

・法定の都市計画審議会のみ就任

　いものとする。 　民生委員は法定外となったため廃止
３　一般質問（本会議における町の一般事務
　についての質問をいう。以下同じ。）は、
　論点及び争点を明確にして一定の方向性を
　見いだすため、一問一答の方式により行う。

・一問一答式実施

４　議員は、一般質問に当たっては、その目
　的を深く認識し、単に町長等への質問に終
　始することなく、政策提言等の建設的な論
　議を展開するものとする。
５　町長等は、一般質問の通告制の趣旨を重
　んじ、論議の充実を図るため、質問の通告
　をした議員に対して事前に答弁書を提出す
　るものとする。

・初日本会議終了後、当該議員に配付

【今後の課題等】 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

【今後の課題等】 
政策論争になる質問の

仕方を研究する。 

【今後の課題等】 
町民の議会への関心を

高めることに努める。 

【今後の課題等】 
議会報告会開催を改

善する必要がある。 
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評　価条　　文 取組状況等
６　本会議、委員会等に説明のため出席した
　町長等は、議員の質問及び質疑に対し、論
　点及び争点の明確化を図るための反問をす
　ることができる。

・反問権は任命権者のみ。実績なし

７　反問に関し必要な事項は、議長が別に定
　める。

・紫波町反問及び文書質問の実施に関
　する規程

　（議会への説明等）
第18条　議会は、町長等が提案する政策、計
　画、事業及び条例（以下この条において「
　政策等」という。）について、内容をより
　明確にするため、町長等に対し、次に掲げ
　る事項を説明するよう求めるものとする。

・政策等形成過程の説明資料（様式）

　(１)　政策等を必要とする背景 ・項目〇
　(２)　提案に至るまでの経緯 ・項目〇
　(３)　紫波町市民参加条例（平成19年紫波
　　町条例第16号）第２条第４号に規定する
　　市民参加の実施の有無及びその内容

・項目〇

　(４)　他の自治体等との比較 ・項目×
　(５)　紫波町総合計画策定条例（平成23年
　　紫波町条例第11号）第２条第１号に規定
　　する総合計画との整合性

・項目〇

　(６)　政策等の実施に係る財源措置 ・項目〇
　(７)　将来にわたる政策等の効果及び費用 ・項目〇
２　議会は、提案された政策等の審議に当た
　っては、政策等の適否を判断するため、立
　案及び執行の各段階における論点及び争点
　を明確にし、執行後における政策の評価に
　資する審議を行うものとする。
（予算及び決算における説明資料の提出等）
第19条　議会は、予算及び決算の審議に当た
　っては、町長に対し、前条第１項各号の規
　定に準じて施策別又は事業別の説明資料を
　提出するよう求めるものとする。

・政策等形成過程の説明資料(様式)提
　出

２　議会は、決算の審議を通じて町長が執行
　した施策及び事業の評価を行うとともに、
　町長に対し、その評価を翌年度以降の予算
　に反映させるよう求めるものとする。

・事業評価を実施、聴取、協議、自由
　討論、意見書の提出

第５章　その他・全般について
【今後の課題等】 
－ 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

■できている 

□概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
－ 
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評　価条　　文 取組状況等
第 　　　第６章　議会の機能強化

6 　（議決事件の拡大）

章 第20条　地方自治法（昭和22年法律第67号。
　以下「法」という。）第96条第２項の規定
　による議会の議決すべき事件については、
　町民の負託に応える町政運営を実現できる
　よう、積極的に定めるものとする。

２　議会の議決すべき事件については、別に
　条例で定める。

・紫波町議会の議決すべき事件を定め
　る条例

　（文書による質問）
第21条　議員は、主体的かつ機動的な議員活
　動に資するため、議長を経由し、町長等に
　対して文書による質問をすることができる
　。

・一度実施

２　文書による質問に関し必要な事項は、議
　長が別に定める。

・紫波町反問及び文書質問の実施に関
　する規程

　（議員定数及び議員報酬）
第22条　議会は、議員定数及び議員報酬の改
　定について協議する場合においては、町政
　の現状及び課題並びに将来の見通しを十分
　に考慮するものとする。

・H30年 実施

２　議会は、前項の協議に当たっては、町民
　の意見を聴くほか、公聴会及び参考人の制
　度を活用するものとする。

・町民の意見を聴く場、３カ所
・参考人　１名

３　議員定数及び議員報酬の条例改正案は、
　町民の直接請求による場合及び町長が提出
　する場合を除き、議員が明確な改正の理由
　を付して提出しなければならない。

・改正理由を付し、議員発議

４　議員定数及び議員報酬については、別に
　条例で定める。

・紫波町議会の議員の議員報酬等に関
　する条例

　（正副議長の選挙）
第23条　正副議長の選挙に当たっては、それ
　ぞれの職を志願する者が所信を表明する機
　会を設けるとともに、その選挙の過程を町
　民に明らかにするものとする。

・全協で所信表明の場を設けている。

　（予算の確保）
第24条　議会は、二元代表制の趣旨を踏まえ
　、議事機関としての機能を確保するととも
　に、議会活動を円滑に展開するため、必要
　な予算の確保に努める。

第６章　その他・全般について
【今後の課題等】 
－ 

■できている 

□概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

■できている 

□概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

■できている 

□概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

■できている 

□概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
－ 
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第

　　　第７章　議会及び議会事務局の体制整
　　　備

7 　（調査機関の設置）

章 第25条　議会は、町政の課題及び議会活動等
　に関する審査又は調査のため必要があると
　認めるときは、議決により、学識経験を有
　する者等で構成する調査機関を設置するこ
　とができる。

・実績なし

２　議会は、必要に応じて、前項の調査機関
　に議員を構成員として加えるものとする。
３　調査機関に関し必要な事項は、議長が別
　に定める。
　（議員研修の充実）
第26条　議会は、この条例の理念を議員間で
　共有するため、一般選挙を経た任期開始後
　、速やかに、この条例に関する研修を行わ
　なければならない。

・Ｈ27は改選後に全体で実施

２　議会は、議員の政策形成及び政策立案の
　能力の向上を図るため、各分野から専門的
　な識見を取り入れるなど、議員研修の充実
　に努める。

・市町村アカデミー主催の議会事務
　局研修に参加

　（議会事務局）
第27条　法第138条第２項の規定により、議
　会に事務局を置く。
２　議会は、議会及び議員の政策形成及び政
　策立案の能力の向上を図るため、事務局の
　調査機能及び法務機能の充実に努める。

　（議会図書室）
第28条　議会は、議員の調査研究活動に資す
　るため、議会図書室の充実に努めるととも
　に、町が設置する図書館との連携を図り、
　議員のみならず、町民の利用に供するもの
　とする。

・パソコン設置
・図書館との連携は、ない

第７章　その他・全般について

第 　　　第８章　最高規範性及び条例の見直し

8 　（最高規範性）

章 第29条　この条例は、議会における最高規範
　であり、議会に関する他の条例、規則等を
　制定し、又は改廃する場合においては、こ
　の条例に定める事項との整合を図らなけれ
　ばならない。

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

□できている 

□概ねできている 

■ややできていない 

□できていない 

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
議会図書室の在り方を

検討する。 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
－ 
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　（条例の見直し）
第30条　議会は、町民の意見、社会情勢の変
　化等を踏まえ、議会活動に係る不断の評価
　及び改善を行うとともに、一般選挙を経た
　任期開始後、速やかに、この条例の目的の
　達成状況を議会運営委員会において検証す
　る。
２　議会は、前項の検証の結果、必要がある
　と認めるときは、この条例の改正を含む適
　切な措置を講ずるものとする。
３　議会は、前項の規定による措置を講じた
　ときは、検証の経過及び措置を講じた理由
　を公表するものとする。
第８章　その他・全般について

そ
の
他

条例　その他・全体について

□できている 

■概ねできている 

□ややできていない 

□できていない 

【今後の課題等】 
この検証結果を基に、

議会基本条例の見直し

を行う。 

【今後の課題等】 
－ 

【今後の課題等】 
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